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視点 (801) Ｉ Ｓaw Ａll Ａmerica（その 108）!! 
 

― １兆円流通企業がおもしろい!! ― 

 

アメリカの流通企業の中で１兆円企業は中堅企業です。アメリカの流通企業で１兆円以上の売上高の企業
は 37 社(第１位はウォルマートの 37 兆円)あります。ここで、１兆円前後の売上高を持つ流通企業の中で、
私が興味のある企業を紹介します（六車流：流通理論）。 
①ホールフーズ・マーケット(オーガニック＆グルメＳＭ) 
ホールフーズ・マーケット(以下ホールフーズ)は、最近、同じオーガニック食品業態のワイルド・オーツ
を買収し(現在、独禁法で審議中)、売上高は 6,960 億円(2005 年実績)となりつつあり、５年以内に１兆円
企業となろうとしています。 
ホールフーズは、｢オーガニック食品｣のニッチなマーケットを基軸としつつ、マーケットは大きいが参入
障壁の高い｢グルメ食品｣に進出し、見事、健康とグルメを融合させ、かつ、１兆円企業にまで発展しようと
している勝ち組企業です。ニッチなマーケットであるオーガニック食品をコンセプトの基軸とし、マスマー
ケットであるグルメ食品と融合させて、｢オーガニックによる３割差異化・特化、７割総合化｣の勝ちパター
ンのノウハウを導入しています。しかも、総合化の柱であるグルメ食品は、一般食品ではなく、グルメ食品
による総合化であるため、敵の参入障壁の高い世界で唯一の独自マーケットをエアポケット理論で創出しま
した。 
②ノードストロム(アップスケール百貨店) 
ノードストロムは、アップスケール百貨店で１兆 0273 億円(推定１店当たり 80 億円)の企業です。アメリ
カの百貨店業態がセグメント化したターゲットを対象としている中で、｢概念絞り込み・客層オール対応や
シューズによる３割差異化・特化、７割総合化｣の勝ちパターンのノウハウを導入し、汎用性の高い百貨店
です。すなわち、百貨店としてのコンセプトを明確に維持しつつ、マスマーケットにも対応する、アメリカ
では唯一の百貨店です。それゆえに、ニーマンマーカス(セグメント化されたマーケットのみしか対応でき
ない百貨店)やメイシーズ(マスマーケットに対応し、百貨店らしさが希薄な百貨店)とは一線を引き、敵の
参入障壁の高い独自のマーケットを形成しています。今、アメリカの百貨店業態では、フェデレイティッド
グループとメイグループの１位・２位連合ができ、重複店舗の整理が進み、ノードストロムのＳＣの核店と
しての価値が高まり、顕在的には 90 ヶ所以上、潜在的には 300 ヶ所のノードストロムが核店として進出す
るＳＣがあると言われています。ノードストロムは、第２期大発展のチャンスが来ており、５～10 年後の
ノードストロムが楽しみです。 
③コールズ(ジュニア百貨店) 
コールズは 817 店舗を展開し、売上高１兆 8,600 億円で売場面積 8,000 ㎡のジュニア百貨店です(１店舗
当たり 23 億円の売上高)。ＪＣペニーやシアーズのＰＤＳ(プロモーショナルデパートメントストア＝ＧＭ
Ｓ？)やメイシーズやデラードの大衆百貨店のようにＳＣの核店となる道を選ばず、独自の立地として、ロ
ードサイドあるいはＮＳＣ、地域密着パワーセンターの独立店舗とする道を選びました。 
すなわち、ＲＳＣのような大商圏を対象とする百貨店ではなく、客にできるだけ近い小商圏(実際は中商
圏)を対象とする百貨店の業態を、アメリカで唯一(世界で唯一？)の独自マーケットをエアポケット理論で
創出しました。コールズはＪＣペニーにようなＰＤＳに組み入れる人もいますが、実際は、ディスカウント
ストアのターゲットやＰＤＳのＪＣペニーの分野をしっかり持ちながら、メイシーズやデラードの百貨店分
野の３割差異化・特化、７割総合化の勝ちパターンのノウハウを導入しているジュニア百貨店です。 
④Ｈ･Ｅ･Ｂｕｔｔ(アップスケールＳＭ) 
Ｈ･Ｅ･Ｂｕｔｔ(以下ＨＥＢ)は 311 店舗を展開し、売上高１兆 3,800 億円(１店舗当たり 44 億円)のサン
アントニオ、オースティン、コーパス・クリスティを中心とする地域チェーンであり、ＳＭのリージョナル
チェーンとしては全米最大です。 
ＨＥＢの特徴は、１つは、特定のエリアに限定したマーケットの中で圧倒的シェアを獲得する地域チェー
ンで 1.4 兆円の売上高を確保していること、もう１つは、通常のＳＭにオーガニック食品とグルメ食品を強
化し、7,300 ㎡(2,208 坪)のセントラルマーケットを展開し、１つのマーケットの中で重層商圏を形成して
いることです。ちなみに、ＨＥＢは小型のパントリー、中型のマーケットプレイス、大型のコンボストアの
プラス、さらにセントラルマーケットを特定のエリアに重層的に構築し、アメリカ№１のマーケットシェア
の高い地域チェーンを形成しています。ＨＥＢはウォルマートが進出してもビクともしません。 
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